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何も起きなかった、という成功 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 初めて読む英文から、大意と必要な情報を制限時間内につかむ　／　本文はこの教材のための書き下ろし（初見用）です。

When a warning works, the disaster never arrives. That can make the warning look wrong.

In 1985, scientists found a hole in the ozone layer above Antarctica. The ozone layer blocks

part of the harmful light from the sun. Without it, more people would get skin cancer and crops

would grow badly.

The cause was a group of gases used in refrigerators and spray cans. In 1987, almost every

country agreed to stop making them. New chemicals replaced the old ones.

The hole did not close at once. Those gases stay in the air for decades. But by the 2000s it

had stopped growing, and scientists expect it to close around 2066.

Here is the strange part. Because the sky did not fall, some people came to believe the danger

was never real. The success of the agreement made it look unnecessary.

A prevented disaster leaves no photograph behind. When nothing happens, ask whether

nothing was ever going to happen, or whether someone made sure that it did not.

〔語注〕 ozone layer＝オゾン層　Antarctica＝南極　crops＝作物　decade＝10年

設問 本文の内容に合うものを選ぼう。

(1) この文章がいちばん伝えたいことは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　手を打って災害を防いだのに、警告が大げさに見える

イ　オゾン層の穴は南極の上空でだけ観測される特別な現象だ

ウ　国どうしの取り決めは守られず、実際の効果は出ていない

エ　冷蔵庫やスプレー缶の気体は、いまも置きかわっていない

(2) オゾン層に穴があいた原因として、本文が述べているのは？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　南極の上空で長く続いた、いつもより強い日ざし

イ　冷蔵庫やスプレー缶に使われていた気体

ウ　工場が新しく作り始めた、置きかえ用の化学物質

エ　太陽から届く光のうち、体に害のある部分そのもの

(3) 穴のその後について、本文が述べているのは？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　1987年に取り決めがされた直後に、穴はすぐ閉じてしまった

イ　2000年代に入っても、穴は広がり続けている

ウ　原因の気体は、数か月ほどで空気中から消える

エ　2000年代に拡大が止まり、閉じるのは2066年ごろ

(4) 最後の段落で筆者が言っているのは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　写真に残らない出来事は、歴史の記録から外すほうがよい

イ　何も起きなかったのか、だれかが起こさせなかったのかを問う

ウ　災害が確実になった時点では、警告はもう手おくれである

エ　科学者の予測は外れるので、年号は目安として受け取るのがよい
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何も起きなかった、という成功（基礎）｜解答と出題のねらい

解答

(1) ア
第5段落 Because the sky did not fall, some people came to believe the danger was never real.
と The success of the agreement made it look unnecessary.。

(2) イ
第3段落 The cause was a group of gases used in refrigerators and spray cans.。新しい化学物質
は原因ではなく、置きかえた側（第3段落の最後）。

(3) エ

第4段落 by the 2000s it had stopped growing, and scientists expect it to close around

2066.。すぐには閉じていない（The hole did not close at once.）、気体はstay in the air for
decades。

(4) イ
最終段落 When nothing happens, ask whether nothing was ever going to happen, or whether

someone made sure that it did not.。

出題のねらい 定期テストに移すときの観点マップ

警告どおりに手を打ったせいで災害が来ず、その結果「警告のほうが大げさだった」と言われる、という筋です。18の〈平均は実

在しない〉とも、17の〈原因の取りちがえ〉とも、16の〈語の意味は場所で変わる〉とも違う〈防いだ成功は、失敗のように見え
る〉型で、「何も起きなかった＝もともと危険がなかった」と読んでしまう癖が、そのまま(1)と(4)の設問になります。年が3つ

（1985／1987／2066）出るので、(3)は数字とラベルの取りちがえを直接ねらえます。地理・化学の環境の単元、意見文の「反対意
見に答える」練習にそのまま効きます。読んだあとに「うまくいったせいで、必要なかったように見えていること」を1つ挙げさせ

ると、結びが自分の話になります。

設問 型 観点 テストでの使い方

(1) 大意（スキミング） 思考・判断・表現
概要把握。「オゾンホールの話」で止まら
ず、防いだ成功が疑われるという主題が届く

か

(2) 明示情報 知識・技能
穴の原因（冷蔵庫やスプレー缶に使われてい
た気体）を、オゾン層のはたらきと取りちが

えずに拾う

(3) 明示情報 知識・技能
穴の現在（2000年代に拡大が止まり、閉じる
のは2066年ごろの見こみ）を、1987年と取り

ちがえずに読む

(4) 筆者の結び 思考・判断・表現
結論の2文から、筆者が読者に勧めていること
を選ぶ

3つの版の使い分け

同じトピック・同じ設問構造で、英文の語彙・構文と選択肢の言語だけを変えてあります（基礎=選択肢も日本語／標準=選択肢が
英語／発展=設問も英語）。①クラスの帯に合わせて選ぶ ②同じクラス内で配り分ける ③基礎→標準→発展と日を空けて再挑戦——

の3通りの使い方ができます。正解の記号は版ごとに違います（配り分けのときの写し合い対策にもなります）。
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